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オ ス カー ・ワ イル ド研究
「芸 術 に お け る嘘 の 問題 」
山 田 勝
TheZ)ecayofLyingにつ い て ワ イ ル ドは``ltISmeanttobewilder
themassesbyitsfantasticform;aufonditisofcourseserious."
(Let.,p.236,ToVioletFane)"...:thepublicsosoonvulgarise
anyartisticideathatonegivesthemthatIwasdeterminedtoput
mynewviewsonart,andparticularlyontherelationsofartand
history,inaformthattheycouldnotunderstand,butthatwould
beunderstoodbythefewwho,likeyourself,haveaquickartistic
instinct."(Let.,p.236,ToW.HPo110ck)と述 べ て い る .戯 曲 に お
い て も小 説 に お い て も常 軌 を 逸 し た 言 葉 に よ っ て 大 衆 を 翻 弄 す る の が 彼 の
趣 味 で も あ る か ら 芸 術 論 に お い て こ の よ う な 意 図 を 持 つ の は 当 然 で あ ろ
う・ し か し ・ い か に 人 をbewilderす る こ と が 趣 味 の 問 題 で あ っ て も無 意
味 に な し て い る わ け で は な い.芸 術 上 の 真 を表 明 す る に は,大 衆 に と っ て
理 解 出 来 な い 形 に な ら ざ る を 得 な い と 彼 は 考 え る の で あ る .こ の 考 え は か
な ら ず し も正 し い と は 言 え な い が,当 時 の 文 学 的 背 景 と 大 衆 の 好 み を 考 慮
す れ ば 一 応 う な ず け る の で あ る.当 時 の 文 学 の 流 れ は 審 美 主 義 運 動 が 起 っ
て い た と は 云 え"LetusreturntoLifeandNature"の 気 風 が や は り
強 か っ た.生 活 に 密 着 し た 文 学,言 い 換 え れ ば,人 生 に 起 る 様 々 な 事 件 を
写 実 的 に 描 写 し た よ う な 文 学 が 大 衆 に 受 け て い た の で あ る .大 衆 は そ の 芸
術 的 価 値 と は 無 関 係 に,た だ わ か り易 い と か,生 活 上 の 経 験 か ら 共 感 を 覚
え る と い う だ け で 文 学 作 品 を 評 価 し て し ま うの で あ る.① 逆 に 云 え ば 芸 術
と は 象 徴 的 な も の で あ ら ね ば な ら な い ② か ら,簡 単 に 生 活 上 の 共 感 を 覚 え
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られるような作品は芸術的には低級なもの,す なわち,大衆が当惑 しない
ような ものは価値のないものということになる.従 って 「大衆がわからな
いような形」で書 くことがある意味において 「誤った」文学の流れを正 し
いそれに変 えようとする意図を象徴 していると同時に既成の文学思想での
デモンス トレーシ ョンともなると考えたからで あ ろ う.TheDecayげ
Lyingとい う題名 も現実生活に妥協 し,真の芸術的世界から遊離 してしま
った当時の文学界への皮肉なのである.それでは最初に自然 と芸術の関係
を彼はど う考えていたかとい う問題に触れよう.
一般に 自然は芸術にとって欠 くことの出来ないものであ り,自然こそ芸
術の完全 な姿であるかのように考えられてきた.③しかし実は自然 とい う
ものはdesignの欠如も甚しく,極度に単調で,未完成な状態なのである.
自然とはバ ラェティーに富み,神 話的だとする考えは自然自身がそうなの
ではなく,それを見 る人のイマジネーションやフアンシーに依存するので
ある.④ワーヅワースの作品は自然に接 した時にできたのではな く,彼 が
詩そのものに戻 った時に生まれたので あ る.⑤このようにワイル ドはこれ
まで芸術そのものと密接な関係を持ち,芸術の理想の形 と思われてきた自
然を別の尺度から眺めようと した.先 にも述べたとうりTheDecayof
Lyingは八を唖然 とさせるのも目的の一つであったから,彼の自然観を極
端なものに向けてい く.すなわち,い わゆる自然 とい うのは何ら意味 を持
たず,芸 術の理想 の形などと崇めるのは甚灯おかしい,自然 とは芸術の後
にできたものだとい う.ここでい う 「自然」 とは俗人の目に映 るだけの地
質学的等の自然 を意味するのではなく,芸術 として成 り立つ真の 「自然」
である.この 「自然」こそ芸術 をとうして生まれたものだ.例えば 『霧」
一つを例にとって見ても,現在英国人が感じている霧の神秘的な美は詩人
や画家 たちが教えたのであって,彼等が創造するまではその考 を認識 しな 、
かった.つ まり 「霧」は存在しなかったとい うことになる.従 ってこの
『霧」(自然)は 芸術の後に生 じたと云えるのである.このワイル ドの考
〈ss
え を拡大 して行 けば霧 の よ うな 自然物に限 らず,人 間のpersonalbeauty
について も同様の ことが言 え るであろ う.そ の よい例はThePictureof
DorianGrayである.若 い ドリァンは生来 の美男子 であ るが画家 バ ジル
や ヘ ン リー卿(貴 族で あるから職業 を持 たないが純然 たる芸術 家 と 云 え
る)に 教え られ,始 めて 己れ の美 を認識 する.い わ ば,自 分 の存在 に気づ
い たわけだ.叉,ド リァンの よ うな美青年 とはちが って,通 常 の観 念か ら
す れば不気 味で グロテスクな もので も芸術家 は美的な もの として しまい,
我 々 もその美 を納得 す る.そ れは明かに芸術が 自然に先行 したこと を示 す
で あろ う.例 えばサ ロメが美的 と呼んだ ヨカナンの青 白い死者の よ うな顔
も,彼 の首 に接 吻す る彼 女の姿 も新 しい美の創造 と云え よ う.こ れ もや は
り一種 の存在 の認識 なのであ る.こ うい った ワイル ドの 「芸術は 自然 を先
行 する』 とい う考 えは,存 在 の認識 とは美にあ るとい う説 を是認すれば,
全 く正 しい と云 って よい.こ のよ うな ワイル ドの 自然観は経験だ けに頼 っ
て何 らcreatしない文学界・伝記 の如 き ものを芸術 と心得えてい る時代へ
の挑戦 ラ ッパ なので ある(Ihaveblownmytrumpetagainstthegate
ofdullness).⑥「ドリァングレ イの画像」 におい てバ ジルがこれ を 代 弁
してい る.
Weliveinanagewhenmentreatartasifitweremeantto
beaformofautobiography,Wehavelosttheabstractsenseof
beauty.SomedayIw量11showtheworldwhatitis;...⑦
こ こで実生活上の経験が果 して どれだけ芸術 に関係 を持 つこ とができるか
とい う問題 が生 じて くる.結 論 を先 に言えば実生活 も,自 然 の場合 と同様
芸 術の影響 綬 けるとヤ・うの である.芸 術 とは実生活 の経験 から生み出 す
とい うよ うな低級な ものでは な く・空想 され た芸術上 の世界 が逆 に人 間の
生活 に影響 を及 ぼす.何 故な ら人間には模 倣本能があ るか らだ.こ れ を説
明 す る為に ワイル ドは次の よ うな卑近 な例 を挙げてい る.
StevensOnのDr.JekyllandMr.Hydeが出版 されて 間 もな くの こ
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とである。 ワイル ドの友人でHydeとい う名前の人(彼 はこの小説を読
んでいる)がRン ドンで汽車の時間に問に合わせようとして,近 道を急い
でいた.と ころが道に迷 って汚たならしい所に出たのである.あせ りなが
ら走ってい る時突然拱道から子供が飛出してきて,彼 の足 もとで倒れた.
ノ・イ ド氏はこの子供を踏みにじってしまった.子供が泣き叫ぶので近所か
ら大勢の人 々が集まってきて,彼 を取 り囲み,彼 の名前を問い糺 した.彼
そま小説の冒頭の部を想い出して,恐 しくなって名前は出さなかったとのこ
とである.⑧この話 しは事実としても偶然の一致か もしれないか ら,ワ イ
ル ドの芸術論に適用する訳にはいかないとい う懸念がある.そこで彼は次
のような例を用いる.・
彼がオクスフォー ドを出て間 もなく,あるパーティーですばらしい女性
と知 り合 った.彼 女の魅力は美 しさではなく,その性格にあった.彼女に
は特別の個性 とい うものはなく,どのようなタイプにもなれる可能性を秘
めていた.彼女はギャンブルが好きで もあった.あ る日フランスの雑誌に
一つの物語が掲載 されたが,そのヒロインは彼女と著 しく類似 しているの
である.(こ の物語はすでに死んでいるロシア作家の作品の翻訳であるか
ら,彼女をモデルにして ヒロインをつくったとい うことは絶体にない)雑
誌の号が進むにつれて話しも進展し,ヒ ロノ ンはくだらない男とかけ落ち
した.と ころが しばらくして フイル ドの知 りあった例の女性 も同じことを
したのである.後 で彼女が ワイル ドに打ち明けたところによると,その物
語 を読んでい くにつれて次第にヒロインの後を追いたい衝動に駆られ,最
後の数章を待っている時はすさまじい恣怖に襲われ,つ いにヒロインの一
生を再現してしまったとい うのである.⑨このエピソー ドは前者のよ うに
偶然の一致ではな く,明らかに芸術の世界が一人の人間に心理的影響を与
え,芸 術の世界を実際の人生に再現 させたのである.
以上の実例は余 りにも個人的な問題に限定されたが,芸 術と人生の関係
は一般的に次のようなことが云える.つまり人生の根本は表現を求めるこ
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とにあ る.そ して芸術は成 し得 る限 りの種 々の表現形式 を提供 す る.⑩人
生 はそれ ら を促 え,利 用す る.「 若 き ヴエルテルの悩 み」 を読 んだ若者 が
大勢 自殺 したの も,人 生 にお ける表現 を模倣 したからで ある.リ ァ リズム
への反撥 か らワ イル ドは芸術の本質 を もっ と独 自な もの と考 えよ うと した
ので ある.
Artneverexpressesanythingbutitself,Ithasanindependent
life,justasThoughthas,anddevelopspurelyonitsownlives
そしてその芸術 の本質 こそ美 であ り,factsを離れ た美 を生みだす ことがそ
の 目的であ ると言 う.従 って嘘で もよいか ら美的な もの,象 徴 的な ものを
創造 す ることが芸術 の理想 と した.そ こで,嘘 と芸術 の問題 が生 じる.フ
イル ドは当代 丈学が平凡 になった原 因の一 つ として芸術 ・科学 ・社 会享楽
に嘘 が哀退 したことを挙 げる.
Oneofthechiefcausesthatcanbeassignedforthecuriously
commonplacecharacterofmostoftheliteratureofourageis
undoubtedlythedecayofLyingasan.art,ascience;andasocial.
pleasure,Theancienthistoriansgaveusdelightfulfictionin
theformoffact;themodernnovelistpresentsuswithdullfacts
undertheguiseoffiction.
と云 って も社会生活 や時代精神 と全 く無 関係に芸術活動 を行 うべ きで ある
とい うのでは ない.文 学は時代精神 と大 いに関係 を持 つが,当 代の リァ リ
ズム文学 の よ うにただ具体 的に描 写す るのではなん ら時代精神 を表 わす ご 、
とにはな らない.も っと抽象的で あらねばな らない.芸 術が よ り抽 象的で
観念 的で あれ ばあ るほ ど時代の気質 をよ りよ く表 明 す る(Themore
abstract,themoreidealanartistthemoreitrevealstousthetemper
ofitsage.⑬)と云 う.日 本の浮世絵 は 日本 人のあ りのままの姿 を描いて
いない し,ギ リシ ャ彫刻 はギ リシ ャ人の あ りし日の姿 を表 わ してい るわけ
で はない.事 実 とは全 くかけはなれてい る.し か しそこに一つ の精神 を抽
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象 的 に 現 わ し て い る.フ ィル ドがFairyTalesを 多 く書 い た の は 社 会 性
を 抽 象 化 す る とい う意 図 が あ っ た の で は な い だ ろ うか.HappyPrinceそ
の 他 の 物 語 は も ち ろ ん 子 供 を よ ろ こ ば せ る た め に 書 か れ た で あ ろ う が,
FairyTalesを手 が け る 動 機 は や は り今 述 べ た彼 の 芸 術 観 と 深 い つ な が り
を 持 つ の で あ る.次 の 手 紙 二 篇 は そ れ を 実 証 し て くれ る.
Thestory(HappyPrince)isanattempttotreatatragicmodern
probleminaformthataimsatdelicacyandimaginativetreat-
ment:itisareactionagainstthepurelyimitativecharacterof
modernart‐....
‐Let .,p.221,ToLeonardSmithers
DearMrsChanler,Isendyoumyfairytalesandacopyofthe
NineteenthCentury.Theformerareanattempttomirrormodern
lifeinaformremotefromreality--todealwithmodernprob
lemsinamodethatisidealandnotimitative:....
‐Let .,p.237,ToAmelieRivesChanler‐
つ ま り現 代 の 社 会 問 題 を 模 倣 的 で は な く観 会 的 に,現 実 と遊 離 し た 形 式 で
と りあ げ て い る の で あ る.TheCantervilleGhostにお い て も英 国 入 と米
国 人 の 考 え 方 の 相 違 を 幽 霊 物 語 と い う非 現 実 的 な 手 法 で 表 わ して い る.こ
うい っ た 形 式 や 手 法 を ワ イル ドは 「嘘 」 と 呼 ぶ.そ し て 嘘(美 し い 非 現
実 的 な こ と を 言 う こ と)こ そ 芸 術 の 目 的 で あ る(Lying,thetellingof
beautifuluntruethings,istheproperaimofArt.⑭)とい う.こ の
TheDecayofLyingで ワ イ ル ドが 言 う 「嘘 」 と は 芸 術 の 純 粋 性 を 意 味
し て い る の で あ る が,別 な 意 味 に お け る 『嘘 」 も や は り重 視 し て い る.す
な わ ち 嘘 と秘 密 の 問 題 だ.人 間 生 活 に お い て 秘 密 や ミ ス テ リ ー は 非 常 な 魅
力 を 持 つ.平 凡 で 退 屈 な も の を嫌 い 神 秘 と魅 力 を 求 め た ワ イ ル ドに と っ て
ミ ス テ リー こ そ 捨 て が た い 魅 力 な の だ(Nowadays,wehavesofew
mysterieslefttousthatwecannotaffordtopartwithoneof
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them.⑮).しか し人間の生活 とは大低平凡 な もので あるから,そ れを少 し
て魅力的にす るためには 自分の本性,す なわ ち,事 実 をつかませない こと
だ.⑯その ためには何 か秘密 があ るかの よ うな嘘 をつ く必要 があ る.そ う
す ればその人の生活 その ものが嘘(creatした もの)す なわ ち芸術的 で魅
力 のある もの となる.人 生 を芸術 に従属 させた ワイル ドに とって人生 その
ものを自然では な く入工的(芸 術 的)に しよ うとしたのは当然で あ る.こ
の考 えは彼 の短篇 に見 出 され ると思 う.例 えばTheSphinxwithouta
Secretである.こ れ は本 当は非 常に単調で何 の秘密 もない生活 をお くっ
てい る婦人 が他人 か らmysteriousに思 って もら うとした話 しで,人 に気
づ かれ たら大変 とい うよ うな態度で黄色の馬車に乗 り,街 中のあ る下宿屋
の一室 を意 味あ りげに訪れ,秘 か に誰かに会 ったかの よ うな振 りを して帰
ってい く.そ して この行 動が毎 日続 く.こ の婦入の行動に興 味 を抱い たあ
る男が調査 してみ ると毎 日,訪 れ るあの下宿で誰 と会 うで もな く,た だ椅
子 にすわ ってお茶 を飲んで帰 るだけだ ったので ある.
平凡 な生活で も演出す ることによってmysteryを生 み,魅 力 が生 じる
ので ある.主 人公が惹 かれたの はま さにその婦人のmysteriousbeauty
で あった.
Itsbeautywasabeautymouldedoutofmany皿ysteriesthe
beauty,infact,whichispsychological,notplastic‐andthe
faintsmilethatjustplayedacrossthelipswasfartoo-subtleto
bereallysweet,
‐LordArthurSavile'sCrimeandOtherStories(Methuen),
p.123
叉,同 系列の短篇TheModelMillionaireも大金持が乞食 に紛 してい た
話 しで あるし,ワ イ ル ドの 戯 曲,例 えばLadyWindermere'sFanや
ImportanceofBeingEarnestやTheIdealHusbandなども生活 にお
け る秘密が戯曲進行 の鍵 とな ってい るこ とも見逃 せない事実 であ る。人生
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も芸術的 であ らねばな らない と考 え るワわ レドは彼 自身 の生活 において も
劇的な演 出 を試み⑰ 「人生 は芸術 を槇倣 す る」 とい う立場 から,自 己の創
造 した芸 術の世界 を実生活 に再現 しょうと企て たこと も認め る.特 に ワイ
ル ドの よ うなデカ ダンの作家 は,よ く言わ れること で あ る が,Paterの
TheRenaissance語の影響 を多分に受 けてい る.す なわち 「我 々人間す
べて死 の宣 告 を受 けてい る」⑱ のであ るか ら人 間性 を密着 しない哲学 や形
而上学 は全 く無意 味であ る.無 常 の人生 を効果 的にするためには,瞬 間の
中に永遠 性greatpassions⑲一 を求 めるべ きだ .瞬 間における永.
遠 とは 『愛 の恍 惚 と非 哀」(ecstasyandsorrowoflove⑳)や『さまざま
な形式の 情熱的活動」(variousformsofenthusiasticactivity⑳)であ
るか もしれない.ワ イル ドは これ を美に求めたが,終 局 的にはペ イターの
考え とは 変 らない.何 故 なら ワイル ドにと って は芸術的 な 「美』がgreat
passionsすなわ ち人生 にお ける永遠性 を感 じさせて くれ る もので あ る か
ら.し か し時代性 や本 人の性質 や芸術論 の極 端 さから ワイル ドはペ ィター
叱
よりもこの考 えを一 層生活 に結 びつ ける.先 に も述べ たと うり,人 生は芸
術 を模倣 す る もので あるか ら人生 を も芸術的 に,云 い換 えれば,美 的につ
くり変 え,そ こにpassionsを求 めてい ったので あ る.人 生 こそ最 大の
variousformsofenthusiasticactivityであるからだ.
ワイル ドの生活 は恐 らくは じめはすべ て芸術的 な ものを意識的 に行 って
い たので あろ う.し か し,そ れが次第 に本性 に侵透 して 同化 し た の で あ
る.彼 の作品 よ りもはるか にすば ら しか ったと言われ る会 話術,友 人や見
知 らぬ人 との間に生 じた数 々の ウ ィッ トに富んだエ ピソー ド.こ れ らすべ
ては人生 と人生 の対話 を芸術的に ドラマテ ックに しょ うとす る意識 と才能
が結 びっいて,そ れが次第 に個性 化 したのである.彼 の破滅 の原 因 とな っ
た同性愛 問題 もこの よ うな意識 が重要 な要素 にな った と考 え られる.⑳
芸術上 の嘘,そ れに ともな う人生 の嘘,こ れ を実行 した フイル ドこそ真
の芸術家で あ り・芸術 のために生 きた男 と言 える.し か し彼 自身全盛時代
ユ02
に述べてい ると うり芸術的 な生活 とは 「長 く美 しい 自殺」 なので あった.
SometimesIthinkthattheartisticlifeisalongandlovely
suicide,andamnotsorrythatitisso.
‐Let.,pp.184-5,ToH.C.Marillier‐
セ ンセィシ ョナルな ものや新 しい経験,い わゆ るnouveaufrisson⑳を求
め て陥ちこんだ奈 落の底 は正 に自殺 と も云 える もので あ った.彼 は自 ら創
造 した芸術品で ある ドリア ン ・グレイの手 によ って殺 された画家 バ ジル'
ホ_ル フ_ド で もあれ ば,芸 術のために死 を選 んだCyrilGraham⑳で も
あ る.芸 術家の破滅 の問題 を自己の芸術の世界で創 造 したのであ るが,そ
れ が後 になって実 現 したので あ る.文 字 ど うり人 生は芸術 を模 倣 したの
だ.「 獄 中記』 の中で彼は快楽に身 を任せ る者の破滅 を予告 するよ うな百
葉 を全 盛時代の作品中 に 何 度 か 述 べ た.HappyPrince,TheYoung
King,ThePictureo/DorianGrayにおいて然 りで あ る・ しか しその
時 は私 にとって はそれ らはただの言葉 にすぎない と思 っていた.し か しそ
の中に大 きな予告 があ ったのだ.だ が私は快楽 を追求 した自分 を瞬間 と云
え ども後悔 していない とい う意味 のことを云 って い る.⑮芸術 と快楽 に耽
れ て破滅 した彼の一生 は不幸 であ ったか もしれ ない.し か し本人 は満足 し
てい たか もしれ ない.芸 術 と人生におけ る理想 と信念 を貫いたのであ るか
ち.
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